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整 理 番 号  2020P-211 

補助事業名  2020年度 福祉車両の整備 補助事業 

補助事業者名  一般社団法人 つなぎ 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

令和2年4月に新規の障害福祉サービス事業として、就労移行支援、生活介護の多機

能型事業所ジョブ．プレイスを創設しました。就労移行については、職業訓練、企業

実習、就職支援、定着支援を基本軸として実施し、生活介護については、事業所内で

の福祉的就労を支援の柱とし事業を行っています。 

事業所周辺の公共交通機関の状況は、事業所から徒歩3分にバス停があり、最寄の駅

はJR山陽本線厚狭駅で、事業所までは車で7分かかります。バス利用については、運航

は幹線道路がメインで地域によっては便数が少なく乗り継ぎ等のアクセスが悪く、JR

は本数は多いが駅から遠く、公共交通機関が充実しているとは言えない状況です。 

交通手段がなく公共交通機関を利用できない利用者の方、自力で通うことができな

い利用者への送迎を100％実施するため福祉車両の整備を行い、事業所へ通える環境を

作り、全ての利用者に公平なサービスを提供していきます。 

また、事業所外作業先への移送手段が増えることで作業の拡大が期待でき、余暇支

援の充実にもつなげていきたいと考えています。 

 

 

（２）実施内容 

 移送車4［特別装備なし］ （https://tsunagi2016.jp/company/） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乗り降りしやすいステップ、手すり等（標準装備） 

https://tsunagi2016.jp/company/
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  車両の外観 

 

 

２ 予想される事業実施効果 

福祉車両を導入したことにより、交通手段がなかったり、自力で通うことができない

利用者等、送迎を希望されている利用者の皆様に安心して事業所まで通っていただける

ようになり、各方面への送迎も実施できるようになります。 

また、車両が増えたことで事業所外作業先への移送手段が増えるため、作業の拡大を

行っていき、利用者の方々に自信を持った働き方のできる事業所にしていきます。 

働くことだけではなく、月 1 度の余暇支援に野外活動を行ったりと、余暇支援の充実

にも活用していく計画をしています。 

各方面からの利用希望者の受け入れ態勢ができることにより、利用者へのサービスの

拡充、利用者の満足度の向上、通いたい事業所（利用者の増加）を目指します。 

 

 

３ 印刷物等 

 

   【提出できない理由】 機関誌を年度末１回の発行のため  

【提出予定期日】   令和3年6月末 
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４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 一般社団法人つなぎ（イッパンシャダンホウジンツナギ） 

住   所： 〒757-0002 

山口県山陽小野田市大字郡渡場3001番地16 

代 表 者： 代表理事 小野 憲昭 （オノ ノリアキ） 

担 当 部 署： 法人本部 

担 当 者 名： 大野 美沙子（オオノ ミサコ） 

電 話 番 号： 0836-78-1400 

F A X： 0836-78-1401 

E - m a i l： tsunagi@enjoy.email.ne.jp 

U R L： https://tsunagi2016.jp/ 
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